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発
見
！
国
立
大
学

	

旭
川
医
科
大
学

	

弘
前
大
学

	

埼
玉
大
学

	

東
京
藝
術
大
学

	

愛
知
教
育
大
学

	

奈
良
女
子
大
学

	

広
島
大
学

	

九
州
工
業
大
学
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今
、学
生
は
！

	

山
形
大
学
／
宍
戸	

隆
之
さ
ん

	

長
岡
技
術
科
学
大
学
／
株
式
会
社C

uboR
ex

　

	

電
気
通
信
大
学
／
無
線
部

	

山
口
大
学
／
洞
穴
研
究
会

日
本
の
発
展
や
地
域
活
性
化
の
た
め
に

下記の内容については国大協ホームページ（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

国
立
大
学
協
会

第
２
回
通
常
総
会
を
開
催

　

国
立
大
学
協
会
は
、11
月
10
日
に
広
島
市
内
に
お
い

て
、平
成
29
年
度
第
２
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
の
審
議
状
況
及
び
各
委
員
会
・
各
支
部
の
活

動
状
況
報
告
後
、山
極
壽
一
会
長
か
ら
、要
望
活
動
や
人

生
１
０
０
年
時
代
構
想
会
議
を
は
じ
め
と
す
る
各
般
の

重
要
な
動
向
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、国
立
大
学
を

取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て
、活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
平
成
32
年
度
以
降
の
国
立
大
学
の
入
学
者
選

抜
制
度︲国
立
大
学
協
会
の
基
本
方
針︲」が
決
議
さ
れ
、

会
長
の
談
話
と
と
も
に
公
表
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

国
公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟

第
11
回
総
会
が
開
催
さ
れ
る

　

11
月
15
日
に
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
に
お
い
て
、国

公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟
第
11
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
国
立
大
学
協
会
か
ら
は
、山
極
壽
一
会
長
ほ
か
15

人
の
学
長
・
機
構
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、新
井
紀
子
国
立
情
報
学
研
究
所
社

会
共
有
知
研
究
セ
ン
タ
ー
長
か
ら「
人
工
知
能
が
大
学
入

試
を
突
破
す
る
時
代
の
人
材
育
成
」と
題
し
た
講
演
が
あ

り
、次
に
、山
極
会
長
か
ら
予
算
要
望
事
項
及
び
国
立
大

学
に
お
け
る
産
学
連
携
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
平
成
30
年
度
予
算
及
び
平
成
29
年
度
補
正

予
算
に
お
け
る
国
公
立
大
学
法
人
関
係
予
算
の
拡
充
に

関
す
る
決
議
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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愛知県

大阪府・京都府・奈良県総合大学
理工系大学
文科系大学
医科系大学
教育系大学
大学院大学
芸術系大学

東京都

　

激
動
す
る
社
会
の
中
で
、我
が
国
の
高
等
教
育
も
揺

さ
ぶ
ら
れ
て
い
ま
す
。
18
歳
人
口
の
減
少
は
喫
緊
の
大

き
な
問
題
で
あ
り
、加
え
て
こ
れ
を
一
つ
の
理
由
と
し

て
多
額
の
借
金
を
抱
え
る
我
が
国
に
お
い
て
は
高
等
教

育
へ
の
投
資
す
ら
抑
制
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
高
齢
人
口
が
増
加
す
る
中
、知
識
基
盤
社
会
を
支

え
る
知
を
創
造
し
、継
承
す
る
こ
と
、ま
た
そ
れ
を
牽
引

す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
こ
そ
が
我
が
国
の
未
来
を

支
え
る
基
盤
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

　
「
教
育
の
機
会
均
等
を
実
現
す
る
た
め
、一
府
県
一
大

学
を
」と
い
う
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
国

立
大
学
は
、我
が
国
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
全
て
を

生
み
出
し
、我
が
国
の
政
策
・
施
策
を
支
え
、ま
た
経
済
、

産
業
の
骨
格
形
成
と
国
際
展
開
に
大
き
く
寄
与
し
て
き

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
が
進
展
し
、

産
業
・
就
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、一
方
で
地
方
再
生

が
希
求
さ
れ
る
中
で
、国
立
大
学
は
教
育
研
究
の
中
核

と
し
て
の
役
割
を
担
う
責
務
と
と
も
に
最
後
の
砦
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　

国
立
大
学
は
そ
の
研
究
力
を
充
実
さ
せ
、次
代
に
求

め
ら
れ
る
高
い
レ
ベ
ル
で
の
可
塑
性
を
持
っ
た
人
材
育

成
力
の
向
上
に
向
け
、必
要
な
と
こ
ろ
で
の
拡
充
や
組

織
転
換
を
含
め
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
根
ざ
し
た
改

革
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
立
大
学
協
会
で
は
、

国
立
大
学
の
あ
る
べ
き
将
来
像
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、

提
言「
高
等
教
育
に
お
け
る
国
立
大
学
の
将
来
像（
中
間

ま
と
め
）」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
広
く
社
会
か
ら
集
約
し
、国

立
大
学
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
設
計
と
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

筑
波
大
学
長

永
田 

恭
介

【
特
集
】	

国
立
大
学
の
将
来
像

地
域
に
広
が
る

86
の
国
立
大
学
。
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　戦後、帝国大学を含む19の大学、26の高等学校、62の専門学校、83の師範学
校などが統合し、70の新制大学が誕生した。その際、国立大学は「教育の機会均
等を実現するため、一府県一大学を設置する」原則に則り、全国に配置された。
　その後、新構想大学である筑波大学や、大学院大学が新設され、2004年の法
人化を経て、現在86の国立大学が全都道府県に配置されている。
　本号では、全国的に高度な大学・大学院教育を提供している国立大学の将来像
について紹介する。

（注）�大学の区分は、（独）大学改革支援・学位授与機構編『平成28年度版�国立大学法人
の財務』96頁の分類を一部改変。

■ 国立大学の都道府県別配置
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国立大学は、これまで果たしてきた役割・機能をさらに向上・発展させ、今後以下の役割・機能を重点的に果たしていきます。
重点1  高度な教育研究機能の向上
　大学院教育の中核、世界トップレベルの研究の先導、企業の成長に寄与する高度専門職業人の育成
重点2  地域の国公私立大学の連携の中核拠点としての役割・機能
　地方自治体や地域・産業界のリーダー養成、地域の個性・特色を生かしたイノベーション創出、グローバル化に対応した教育研究
重点3  教員、理工系人材、医師などの政策的な人材育成を担う大学の連携・協働の拠点としての機能
重点4  基礎的・伝統的な幅広い学問分野の研究の維持・継承
重点5  海外の大学・研究機関との学術研究交流と開発途上国への支援
　国際共同研究、学生・研究者交流、高等教育機関の整備などの「教育外交」、開発途上国に対する技術指導などの「科学技術外交」

高等教育における国立大学の将来像
（中間まとめ）

国立大学が今後特に果たすべき役割・機能

特集

○学位プログラムの実質化と学生の大学間の流動性の向上
○大学間や地域・産業界と連携した教養教育、実践・課外活動の充実
○産業界と一体になった人材育成、人文・社会科学系大学院の強化、社会人などの受入れ拡大
○教員養成課程の機能強化、高度化の拠点としての教職大学院の役割・機能の明確化
○高大接続システム改革の着実な実現
○国立大学全体としての統一的な入学者受入れシステムの構築を検討

○先鋭的な基礎研究に加え、学部などの枠を越えた学際・融合分野の研究を推進
○各大学が強みを持つ分野を核とした他大学・研究機関とのネットワーク・拠点を形成し、研
究者の流動性を向上
○若手研究者及び女性研究者を積極的に採用・登用
○年俸制やクロスアポイントメント制度を活用し、民間企業や海外の研究者を積極的に招聘・
採用

○インターンシップなどにより学生に幅広い学びの場を提供
○産業界や地域との共同教育プログラムを開発
○大学としての戦略に基づく大規模・長期間・継続的な共同研究を推進
○大学・研究機関のネットワークと企業群が共同し、オープン・イノベーションによる研究を
推進する体制を構築、基金の創設も検討
○地方自治体や地域の産業界と連携した人材育成と共同研究を推進

○国立大学総体としての留学生受入れの統一的なシステムの導入を検討
○英語による学位取得プログラムを拡充
○留学生に対する日本語・日本文化教育、インターンシップの機会を積極的に提供し、日本企
業への就職を支援

○海外の大学とのダブル・ディグリーやジョイント・ディグリープログラムを拡充
○大学としての戦略に基づく国際共同研究を推進
○海外交流拠点の共同利用や複数大学のコンソーシアムによる国際交流・協力の推進
○留学生向けの教員養成プログラムを展開し、日本型教育システムへのニーズに対応

産学連携・地域連携

国際展開

研究

教育

3

社会が目まぐるしく変化し、日本が超高齢化に向かう中、我が国の発展や地域の活性化のために国立大学は、どうあるべ

きでしょうか？ 国立大学協会は、中・長期にわたる国立大学の将来像について議論を行い、このほど中間まとめを公表し

ました。ここではその中で示された方向性についてダイジェストでご紹介します。

実現のステップ

○国立大学全体の規模は、留学生、社会人など多様な入学者の確保に努めつつ、少なく

とも現状程度を維持

○大学院の規模は、高度な教育・研究機能を維持・強化する観点から、各大学の特性に

応じて拡充

○学部の規模も、進学率が低く、かつ国立大学への進学者が占める割合が高い地域に

ついて、進学率がさらに低下しないよう配慮

○全都道府県に国立大学（キャンパス）を置くという基本原則を堅持

○スケールメリットを生かした資源の有効活用や教育研究のシナジー効果を生みだす

ために、１大学あたりの規模を拡大して経営基盤強化を検討

○より広域的な視野から戦略的に国立大学（キャンパス）間の資源配分、役割分担など

を調整・決定する経営体の導入を検討

○経営に関する高度な専門的知識・経験を有する人材の経営担当理事・副学長としての

活用などの推進

○学長をはじめとする国立大学の将来の経営層を育成するシステムや研修プログラム

を国立大学の共同により構築

○変化する社会のニーズや学術の進展に対応した教育プログラムや研究プロジェクト

の編成、教育組織と教員組織の分離などのより望ましい組織の在り方を検討

○教員のモチベーションを高めるため、各教員のエフォート管理、業績評価、処遇への

反映などの適切な制度の在り方を検討

○民間企業や海外の大学などを含めた人事交流促進のための制度設計について検討・

普及を推進

○職員の企画力や専門性向上を図るとともに、URAなどの専門職の位置付けを明確化

○運営に必要な各種の基盤システムの共通化を進め、経営の効率化とIR機能の強化に

よる教育研究の向上や経営戦略立案に寄与

○組織的な産学連携の推進、不動産の活用や資産運用の弾力化、正規の教育課程以外

の教育プログラムの開設などを通じた財源の多様性を促進

第４期中期目標期間

第３期中期目標期間 20 2 1 年度

202 7年度①現在の機能の最大化と将来に向けた計画・準備
■新たな知の創造と地球規模課題の解決に向けた研究力強化
■価値創造を継承する優秀な人材を育成するための大学院の充実
■大学進学率を増加させ、高度知識基盤社会の一層の発展を全
国・各地域で支える人材の増加 ②将来に向けたマネジメント・ガバナンス改革

■これまでにできていなかったキャンディデートの発掘
■社会人学生及び留学生の増加
■各大学の特色・個性の発揮と連携・協働による教育展開
■産業界にとって問題が明らかで解決の価値の高い課題解決に資する仕組み

規模・経営形態

マネジメント

国立大学の将来像特集
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■国立大学協会が公表した「高等教育における国立大学の将来像（中間まとめ）」では、我が国

の高等教育の在り方を含め、国立大学の将来の在り方について幅広い改革の方向性を提言し

ており、特に国立大学が地域に果たす役割・機能について、随所でその重要性が言及されてい

る。一方、国の重要施策となっている「地方創生」については、全国知事会などから地方の国

立大学などが果たす役割への期待や、大学の東京一極集中の是正の必要性が指摘されている。

■共に京都に基盤を持ち、全国知事会会長、国立大学協会会長として、それぞれの立場で改革

を推進する山田啓二京都府知事と山極壽一京都大学総長。都市と地方が共生し、我が国が将

来にわたって均衡ある発展を続けるために、国立大学が地域に果たしていくべき役割とは何

なのか。多様な文化が共生し、多様な大学・短大が集まる「大学のまち・学生のまち」京都を舞

台に、それぞれが考える地域と国立大学の将来像を語り合った。

都市と地方が共生し、
我が国が均衡ある発展を続けるために

地域の中核拠点としての
役割・機能を果たす国立大学

国
立
大
学
協
会
会
長

京
都
大
学
総
長

山
極 

壽
一

全
国
知
事
会
会
長

京
都
府
知
事

山
田 

啓
二

［
対
談
］
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と
の
情
報
格
差
は
、情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
術
の
発
達
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

か
ら
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
持
っ
て
日
本
に

来
る
留
学
生
も
、母
国
と
同
じ
よ
う
な
課
題

を
抱
え
る
地
域
の
現
場
で
学
ぶ
方
が
、将
来

の
応
用
価
値
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に

学
ぶ
日
本
の
学
生
、地
域
の
企
業
の
人
々
の

意
識
も
同
時
に
高
め
ら
れ
ま
す
し
。

山
田
：
私
は
、こ
れ
か
ら
の
日
本
の
テ
ー
マ
は
、

多
様
性
と
共
生（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。
日
本
の
多
様
性
を
育
ん
で
き
た

の
は
、地
域
で
あ
っ
て
、地
域
の
文
化
に
根
差

し
た
多
様
な
空
間
、多
様
な
生
活
様
式
、そ
れ

を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
き
る
環
境
が
あ
っ
て
こ

そ
。
大
学
も
そ
う
い
う
場
だ
と
思
い
ま
す
。
学

問
は
、一
つ
の
こ
と
を
教
え
込
む
も
の
で
は

な
く
、新
し
い
も
の
を
つ
く
り
出
し
て
い
く

も
の
で
す
か
ら
、多
様
性
を
失
え
ば
硬
直
化

を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、地
域
に

お
け
る
国
立
大
学
の
意
義
は
今
ま
で
以
上
に

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

国
立
大
学
を
も
の
づ
く
り
・

産
業
創
出
の
中
核
に

山
田
：
日
本
で
は
、
も
の
づ
く
り
は
地
方
で

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、円
高
の
時
代
に
工

場
が
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
移
転
し
て
、地

方
で
は
も
の
づ
く
り
の
現
場
そ
の
も
の
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
大
き
な
問
題
で
、日

本
の
技
術
力
・
生
産
性
の
低
下
が
人
口
減
少

と
並
行
し
て
起
こ
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
全

国
知
事
会
か
ら
の
訴
え
も
あ
り
円
高
は
是

こ
で
全
国
知
事
会
は
、人
づ
く
り
が
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
と
き
に
、は
じ
め
て
均
衡
あ
る

社
会
が
取
り
戻
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

発
想
に
至
り
ま
し
た
。
今
年
は「
地
方
創
生
は

人
づ
く
り
」を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
人
づ
く
り
の
中
心
の
施
策
が「
教
育
」で
、

そ
の
核
と
な
る
の
が
大
学
で
す
。
特
に
都
道

府
県
ご
と
に
必
ず
一
つ
は
あ
る
国
立
大
学
が

地
域
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
、地
域
振

興
の
大
き
な
力
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

山
極
：
私
が
実
際
に
全
国
各
地
の
大
学
を

回
っ
て
思
っ
た
の
は
、地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
、さ
ま
ざ
ま
な
産
業
、そ
れ
を
支
え
る

人
、そ
し
て
大
学
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
戦
後
70
年
以
上
、大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
、人
づ
く
り
や
個
性
の
あ
る

産
業
の
創
出
に
関
わ
り
、文
化
・
知
財
を
支
え

て
き
た
と
い
う
事
実
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

山
田
：
こ
れ
ま
で
の
国
立
大
学
の
主
な
役
割
は
、

教
育
の
機
会
均
等
を
保
証
す
る
こ
と
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て

ま
っ
た
く
違
う
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
り

始
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、地
域
を
支
え
る
人

づ
く
り
で
あ
っ
た
り
、地
域
の
産
業
と
の
よ
り

深
い
連
携
、留
学
生
を
受
け
入
れ
る
窓
口
、地

方
行
政
の
手
が
回
ら
な
い
と
こ
ろ
の
受
け
皿

と
い
っ
た
、新
し
い
役
割
を
国
立
大
学
が
担
い

始
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

山
極
：
本
当
に
必
要
な
の
は
、地
域
の
大
学
で

学
ん
で
、そ
の
地
域
の
産
業
の
成
り
立
ち
や

成
長
し
て
い
く
過
程
を
、人
々
と
協
働
し
な

が
ら
実
体
験
す
る
こ
と
で
す
。
都
会
の
大
学

地
方
自
治
体
が
国
立
大
学
に

期
待
す
る
新
た
な
役
割

　
山
極
：
国
立
大
学
協
会
と
全
国
知
事
会
は
、少

子
高
齢
化
と
い
う
共
通
の
問
題
に
向
き
合
っ

て
い
ま
す
ね
。

山
田
：
国
は
、少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、都

市
に
人
や
産
業
を
集
約
し
て
い
く
施
策
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
れ
ま
で
日
本

は
、地
方
が
人
を
つ
く
っ
て
都
市
部
に
送
り

込
ん
だ
り
、農
作
物
を
つ
く
っ
た
り
、あ
る
い

は
産
業
の
受
け
皿
と
な
っ
て
都
市
部
の
集
中

を
緩
和
す
る
こ
と
で
、均
衡
あ
る
発
展
を
続

け
て
き
た
ん
で
す
。
近
年
、こ
の
バ
ラ
ン
ス
が

い
よ
い
よ
崩
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
全
国
知
事

会
は
国
に
対
し
て
、も
う
一
度
地
域
を
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
る
べ
き
だ
と
訴
え
て
き
た
と
こ

ろ
、2
0
1
4
年
に
地
方
創
生
と
い
う
形
で

呼
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。

山
極
：
選
択
と
集
中
が
進
ん
で
、地
方
が
東
京

の
予
備
軍
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、良

く
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
こ
れ
ま
で
蓄

積
さ
れ
た
文
化
や
知
財
こ
そ
が
日
本
の
強
み

で
す
か
ら
。
各
地
域
が
分
散
型
で
日
本
と
い

う
複
合
体
を
支
え
て
い
る
と
い
う
意
識
が
な

い
と
、非
常
に
も
ろ
い
体
制
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

山
田
：
と
こ
ろ
が
国
の
施
策
は
、頑
張
る
地
方

は
応
援
す
る
と
い
う
も
の
で
、ど
ち
ら
か
と
い

え
ば「
地
方
の
努
力
と
工
夫
で
何
と
か
し
な
さ

い
」と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。
都
市
部
と
地
方

で
は
イ
ン
フ
ラ
の
格
差
が
大
き
い
わ
け
で
す

か
ら
、競
争
す
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
そ

「
高
等
教
育
に
お
け
る
国
立
大
学
の

将
来
像（
中
間
ま
と
め
）」

国
立
大
学
の
方
向
性（
地
域
に
関
す
る
も

の
を
抜
粋
）

教
育

○
地
域
の
自
治
体
・
企
業
な
ど
と
の
連
携
協

力
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
学
外
教
育
や
課
外

活
動
な
ど
を
拡
充
す
る
。

○
入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
、地
域
の
高
等
学

校
と
の
連
携
や
広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
、地

域
の
実
情
に
応
じ
て
地
域
選
抜
枠
を
導
入

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

研
究

○
各
地
域
に
存
在
す
る
幅
広
い
大
学
の
研

究
力
を
強
化
し
、多
様
性
の
あ
る
研
究
成

果
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を
、我
が
国

の
研
究
力
向
上
の
重
要
な
戦
略
の
一
つ

と
す
べ
き
で
あ
る
。

産
学
連
携
・
地
域
連
携

○
各
地
方
自
治
体
に
お
け
る
地
域
創
生
プ

ラ
ン
な
ど
の
立
案
に
積
極
的
に
参
画
し
、

そ
の
核
と
な
る
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
向
け
て
、

地
方
自
治
体
や
地
域
の
産
業
界
と
連
携

し
た
人
材
育
成
と
共
同
研
究
を
推
進
す

る
。
ま
た
、地
方
自
治
体
と
の
連
携
の
下

に
、地
域
の
国
公
私
立
大
学
の
連
携
協
働

の
取
組
を
推
進
す
る
。

規
模
及
び
経
営
形
態

○
例
え
ば
、全
都
道
府
県
に
独
立
性
・
自
律
性

を
持
っ
た
国
立
大
学（
キ
ャ
ン
パ
ス
）を
維

持
し
つ
つ
も
、複
数
の
地
域
に
ま
た
が
っ

て
、よ
り
広
域
的
な
視
野
か
ら
戦
略
的
に

国
立
大
学（
キ
ャ
ン
パ
ス
）間
の
資
源
配
分
、

役
割
分
担
な
ど
を
調
整
・
決
定
す
る
経
営

体
を
導
入
す
る
な
ど
、我
が
国
の
状
況
に

合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
形
態
の
在
り
方

を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
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正
さ
れ
、工
場
の
あ
る
国
々
が
豊
か
に
な
っ

て
人
件
費
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ

て
、も
の
づ
く
り
の
環
境
が
国
内
に
戻
り
始

め
た
。
し
か
し
、今
度
は
国
内
に
人
が
い
な

か
っ
た
。
最
近
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
が
、地
方
で
の
人
づ
く
り
が
遅
れ
て

い
る
の
が
現
状
。
も
の
づ
く
り
の
現
場
も

そ
の
た
め
の
人
も
失
っ
て
、都
市
に
人
が
集

ま
っ
て
い
く
と
い
う
構
造
で
も
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
1
億
2
0
0
0
万
人
の
国
家
を

都
市
に
集
約
し
て
5
0
0
万
人
か
7
0
0
万

人
の
国
家
に
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
す
る
ん
で
す

か
。
そ
う
い
う
発
想
で
物
事
を
考
え
た
ら
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、も
う

人
材
育
成
を
行
う
体
制
を
し
っ
か
り
つ
く
り

上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、専
門
学
校

を
新
し
い
大
学
と
し
て
位
置
付
け
る
と
い
う

話
が
出
て
い
ま
す
。
で
も
本
当
に
教
育
の
質

が
上
が
り
、地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
形
に
な

る
の
か
、私
は
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
既
存
の
国
立
大
学
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
よ

う
と
い
う
議
論
が
先
に
出
て
く
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
に
お
い
て
真
の
も

の
づ
く
り
を
担
い
、生
産
性
向
上
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
輩
出
で
き
る
と
こ
ろ
、そ
れ
は

や
は
り
国
立
大
学
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

自
治
体
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
、

大
学
間
連
携
を
実
現
し
た
京
都
府

山
極
：
国
立
大
学
は
、こ
れ
ま
で
個
別
に
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、今
後
は
大
学

間
の
連
携
も
必
要
で
す
。
そ
の
際
、自
治
体
が

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
大
学
間
の
連
携

を
進
め
る
こ
と
が
、非
常
に
重
要
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
京
都
府
で
は
2
0
1
4

年
度
に
、全
国
で
初
め
て
、京
都
府
立
大
学
・

京
都
工
芸
繊
維
大
学
・
京
都
府
立
医
科
大
学

に
よ
る
教
養
教
育
の
共
同
化
を
実
現
さ
れ
ま

し
た
ね
。

山
田
：
京
都
の
大
学
間
の
協
働
を
最
初
に
構

想
し
た
の
は
、私
が
知
事
に
な
る
前
、京
都
府

の
総
務
部
長
だ
っ
た
頃
で
す
。
当
時
、
公
立

大
学
の
法
人
化
が
決
ま
り
、京
都
府
立
大
学

と
京
都
府
立
医
科
大
学
の
合
併
の
話
が
出
て

き
た
の
で
す
が
、せ
っ
か
く
多
様
性
の
あ
る
大

学
を
統
一
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ

始
ま
っ
て
い
て
、そ
こ
と
国
立
大
学
が
結
び
つ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、も
う
1
回
、も
の
づ
く
り

の
人
材
を
生
み
出
し
て
い
く
。
ま
た
、け
い
は

ん
な
学
研
都
市（
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
）

で
は
理
化
学
研
究
所
が
学
研
都
市
に
立
地
す

る
研
究
機
関
と
共
同
施
設
を
開
設
し
、共
同

研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、も
の
づ

く
り
の
基
礎
と
な
る
場
所
を
、地
域
に
ど
ん

ど
ん
分
散
さ
せ
、そ
こ
に
、各
都
道
府
県
に
あ

る
国
立
大
学
と
い
う「
知
」の
拠
点
が
結
び
つ

く
こ
と
で
人
材
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
極
：
こ
れ
ま
で
国
立
大
学
は
、各
地
域
の
特

性
を
生
か
し
て
、個
性
の
あ
る
産
業
の
創
出

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
基
盤
の
上
に
、

新
し
い
知
識
や
技
術
を
追
加
し
て
盛
り
上
げ

て
い
く
こ
と
で
、地
域
の
基
盤
を
よ
り
重
厚

な
も
の
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

山
田
：
最
近
、東
京
23
区
の
私
立
大
学
の
定
員

増
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
が
、私
は
そ
も
そ
も
東
京
１
カ
所
で

は
な
く
、地
方
で
人
材
を
育
成
す
る
方
が
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
方
で
育
っ
た
多
様

な
人
材
が
ま
た
東
京
に
集
ま
っ
た
方
が
、東

京
の
た
め
に
も
な
る
は
ず
で
す
。

山
極
：
東
京
に
い
る
と
東
京
１
カ
所
し
か
見
え

な
い
ん
で
す
。
で
も
東
京
を
離
れ
る
と
、東
京

の
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

山
田
：
そ
れ
か
ら
、文
科
省
で
は
今
、大
学
制

度
の
中
に
専
門
職
大
学
を
新
設
す
る
動
き
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、経
済
界
の
意
向
を
受
け

た
も
の
で
、ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
に
頼
ら
ず
、地

域
の
も
の
づ
く
り
や
生
産
性
向
上
の
た
め
の

1
回
も
の
づ
く
り
や
現
場
を
見
直
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、と
い
う
と
こ
ろ
に
光
が
当
た

り
始
め
た
。
そ
れ
は
地
方
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
な
の
で
す
。
政
府
の「
地
方
創
生
」で
は
、

文
化
庁
な
ど
中
央
省
庁
の
地
方
移
転
ば
か
り

が
話
題
に
な
り
が
ち
で
す
が
、も
の
づ
く
り

の
現
場
を
地
方
に
つ
く
り
直
す
ほ
う
が
重
要

度
は
大
き
い
と
思
う
の
で
す
。

山
極
：
た
し
か
に
、都
市
の
都
合
で
い
ろ
い
ろ

な
下
部
組
織
を
地
方
に
散
ら
す
と
い
う
発
想

だ
け
で
は
、本
当
の
意
味
で
の
地
域
振
興
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

山
田
：
す
で
に
50
程
度
の
研
究
機
関
な
ど
を

地
方
に
移
転
さ
せ
て
共
同
研
究
す
る
取
組
も

山田 啓二（やまだ けいじ） 
全国知事会会長、京都府知事。1954年兵庫県洲本市生まれ。東京大学法学部卒業後、
自治省（現総務省）入省。和歌山県地方課長、国際観光振興会サンフランシスコ観光宣
伝事務所次長、高知県財政課長などを経て、自治省行政局行政課課長補佐、同理事官で
地方分権の制度を担当。1999年京都府総務部長として京都府に赴任し、同副知事を経
て2002年京都府知事に初当選、現在4期目。2011年から全国知事会会長を務める。
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ね
。
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
、各
大
学
を
共
生

さ
せ
る
こ
と
が
一
番
良
い
と
思
っ
た
の
で
す

が
、当
時
は
合
併
支
持
の
意
見
が
多
く
、な
か

な
か
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、同
じ
よ
う
に
他
大
学
と
の
合
併
を
模

索
し
て
い
た
京
都
工
芸
繊
維
大
学
が
、地
域

と
の
連
携
を
探
る
方
向
に
転
換
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、三
大
学
の
連
携
へ
一
気
に
動

き
出
し
ま
し
た
。

山
極
：
2
0
1
4
年
度
か
ら
全
国
初
と
な
る

三
大
学
の
教
養
教
育
共
同
化
を
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
ね
。
京
セ
ラ
株
式
会
社
名
誉
会
長
の

稲
盛
和
夫
さ
ん
の
寄
付
で
稲
盛
記
念
会
館

（
※
1
）が
建
っ
て
、三
大
学
の
学
生
が
一
堂

山
田
：
ど
の
大
学
も
教
養
教
育
を
行
う
教
員

が
不
足
し
て
い
ま
す
か
ら
、そ
の
よ
う
な
仕
組

み
が
ま
す
ま
す
大
事
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
ね
。

山
極
：
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
困
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
補
い
合
う
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
各
大
学
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分

野
の
先
生
方
が
い
ま
す
か
ら
、そ
の
方
た
ち
を

集
め
て
共
通
の
教
養
課
程
を
設
け
れ
ば
、教
員

不
足
を
補
い
つ
つ
学
問
の
多
様
性
も
確
保
で

き
ま
す
。
み
ん
な
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
活

性
化
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
で
、

大
学
も
参
加
し
て
い
ま
す
が
、国
立
大
学
と

い
う
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、公
私
立
大
学
や
高

等
専
門
学
校
な
ど
と
も
連
携
し
て
い
く
土
壌

が
既
に
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

山
田
：
複
数
の
大
学
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
し

て
ま
と
ま
る
こ
と
で
、地
域
の
産
業
界
と
の

つ
な
が
り
も
よ
り
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
京
都
の
各
大
学
の
多
様
性
を
残
し
つ
つ
、

地
域
全
体
を
共
同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
し

て
い
こ
う
と
い
う
構
想
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

山
極
：
先
ほ
ど
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
話
が

出
ま
し
た
が
、留
学
生
の
教
育
で
も
、大
学
間

の
協
働
が
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
京

都
の
歴
史
や
風
土
を
学
ぶ「
京
都
学
」
と
い

う
授
業
は
、各
大
学
が
個
別
に
実
施
し
て
も

効
率
が
良
く
な
い
。
せ
っ
か
く
地
域
に
京
都

府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
や
、植
物
園
、動
物
園
、

水
族
館
な
ど
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、そ
う
い

う
場
所
を
留
学
生
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
う

共
通
の
教
育
課
程
を
設
け
る
こ
と
で
、質
の

高
い
学
習
が
で
き
る
は
ず
。
京
都
に
は
40
を

超
え
る
大
学
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
協
働
し
て

や
り
ま
し
ょ
う
」と
い
う
の
が
私
の
考
え
で

す
し
、実
際
、だ
ん
だ
ん
と
進
み
始
め
て
い
ま

す
よ
ね
。
今
、そ
う
い
う
教
育
を
各
地
域
の
国

立
大
学
が
分
担
し
て
実
施
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
立
大
学
の
留
学
生

受
入
れ
窓
口
を
一
本
化
し
て
、留
学
生
を
一

つ
の
大
学
だ
け
で
引
き
受
け
る
の
で
は
な
く
、

複
数
の
大
学
が
用
意
し
た
多
彩
な
コ
ー
ス
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
、学
生
の
流
動
性

を
高
め
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い

る
ん
で
す
。

に
会
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
学
が
協
働
す
る
こ
と
で
、そ
の
地
域
に

関
わ
る
方
か
ら
の
寄
付
や
投
資
も
集
ま
っ
て

く
る
の
で
す
ね
。

山
田
：
こ
れ
か
ら
の
大
学
は
、単
に
人
を
つ
く

る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、地
域
の
未
来
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
存
在
に
な
っ

て
い
く
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、今
回
の

協
働
の
よ
う
に
、各
大
学
の
多
様
性
を
生
か

し
つ
つ
、地
域
と
の
関
係
を
深
め
て
い
く
新

し
い
発
想
が
必
要
で
す
。
知
事
と
し
て
、そ
こ

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
極
：
京
都
府
は
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
も

注
力
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
私
が
い
る
京
都

山極 壽一（やまぎわ じゅいち） 
国立大学協会会長、京都大学総長、理学博士。1952年東京生まれ。1975年京都大学
理学部動物学科卒業後、京都大学大学院理学研究科博士課程単位取得退学、理学博士。
京都大学霊長類研究所助手、大学院理学研究科助教授を経て同研究科教授。1978年
からアフリカ各地でゴリラの研究に従事し、日本の霊長類研究の第一人者として知
られる。主な著書に『人類進化論 霊長類学からの展開』『「サル化」する人間社会』など。
2014年京都大学総長に就任、2017年6月から国立大学協会会長を務める。

※
１　

稲
盛
記
念
会
館

京
セ
ラ
株
式
会
社
名
誉
会
長
の
稲
盛
和
夫
氏
が
個
人

資
産
か
ら
20
億
円
を
京
都
府
に
寄
付
し
、
三
大
学
教

養
教
育
共
同
化
施
設
と
し
て
京
都
府
立
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
２
０
１
4
年
9
月
に
建
設
さ
れ
た
。
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力
は
倍
増
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
の

先
頭
に
首
長
さ
ん
が
立
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、

う
ま
く
ま
と
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
高
等
教
育
の

適
正
な
規
模

山
極
：
今
、国
立
大
学
へ
の
運
営
費
交
付
金
が

削
ら
れ
て
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

全
国
の
知
事
は
こ
の
状
況
を
ど
う
と
ら
え
ら

れ
て
い
ま
す
か
。

山
田
：
先
日
、全
国
知
事
会
で「
地
方
大
学
の

振
興
」を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た
際
、み
ん
な
非

常
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
の

も
、県
庁
職
員
は
、地
元
の
国
立
大
学
の
出
身

者
が
多
い
の
で
す
か
ら
。
こ
れ
は
、各
都
道
府

県
の
行
政
が
肌
身
で
感
じ
て
い
る
は
ず
で
す
。

運
営
費
交
付
金
の
減
額
分
は
民
間
か
ら
の
資

金
で
補
う
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、地

方
の
民
間
資
金
も
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、経
営
は
厳
し
く
な
る
一
方
で
す
。　

山
極
：
運
営
費
交
付
金
が
過
去
10
年
で
毎
年

約
1
％
ず
つ
減
ら
さ
れ
る
一
方
で
、
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
購
読
料
の
高
騰
や
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
な
ど
で
支
出
は
増
え
て
い
ま

す
。
2
年
前
、
財
務
省
か
ら
2
0
1
6
年
度

の
運
営
費
交
付
金
を
さ
ら
に
減
額
す
る
よ
う

な
提
案
が
出
た
と
き
は
、全
国
知
事
会
か
ら

も
地
方
国
立
大
学
へ
の
運
営
費
交
付
金
拡
充

を
訴
え
て
い
た
だ
き
、2
0
1
6
年
度
で
な

ん
と
か
歯
止
め
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

2
0
1
7
年
度
は
25
億
円
上
乗
せ
し
て
い
た

議
論
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、初
等
・
中
等
教
育
の

教
員
数
を
メ
ン
タ
ー
教
員
と
い
う
形
で
増
や

し
た
結
果
、教
師
の
負
担
が
減
り
、一
層
教
育

に
身
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
や
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
も
、絶

対
に
教
員
数
は
減
ら
さ
ず
、逆
に
メ
ン
タ
ー

教
員
を
増
や
し
て
1
対
1
の
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
優
秀
な
人
材

を
育
て
て
、社
会
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
ん
で
す
。

山
田
：
京
都
府
の
今
年
最
初
の
施
策
と
し
て
、

「
子
ど
も
食
堂
」を
増
や
す
た
め
に
運
営
団
体

へ
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
が
一
人

で
食
事
を
す
る
こ
と
は
教
育
上
、決
し
て
良

く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

山
極
：「
食
事
」と
い
う
の
は
、人
間
の
関
係
を

う
ま
く
調
整
す
る
、人
間
に
と
っ
て
一
番
古
い

社
会
行
動
で
す
。
私
の
持
論
で
す
が
、今
、重

要
な
の
は
、感
性
環
境
、つ
ま
り
音
楽
や
食
事

や
自
然
の
中
で
の
活
動
を
通
し
て
、子
ど
も
た

ち
が
理
解
し
や
す
く
、感
性
を
伸
ば
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、そ
れ
を

や
る
に
は
人
が
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
い
く

ら
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
使
っ

立
大
学
の
数
も
減
ら
す
べ
き
、と
い
う
意
見

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
：
そ
れ
は
も
う
、単
に
ど
ん
ど
ん
衰
え
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
子
ど

も
の
数
が
減
る
の
な
ら
教
育
の
質
を
も
っ
と

上
げ
よ
う
と
か
、教
員
が
足
り
な
い
な
ら
人
材

を
掘
り
起
こ
そ
う
と
か
、そ
う
い
う
方
向
に
投

資
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

山
極
：
同
学
年
が
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学

ぶ
初
等
教
育
・
中
等
教
育
と
違
い
、
大
学
で

は
、多
様
な
専
門
分
野
の
教
員
が
科
目
を
提

供
し
て
、学
生
が
そ
れ
を
選
択
履
修
す
る
の

が
基
本
で
す
。
18
歳
人
口
が
縮
小
す
る
か
ら

と
い
っ
て
、大
学
の
教
員
数
を
一
律
に
減
ら

し
た
ら
、学
生
が
習
得
で
き
る
知
識
の
種
類
・

量
が
減
っ
て
し
ま
う
。
山
田
知
事
は
先
日
、初

等
・
中
等
教
育
の
教
員
数
を
十
分
に
確
保
す

る
よ
う
、中
央
教
育
審
議
会
で
訴
え
ら
れ
た

そ
う
で
す
ね
。

山
田
：
え
え
、子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
も
、抱

え
て
い
る
問
題
は
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
。
通
級
指
導
や
特
別
支
援
を
受
け
る
必
要

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、こ
の
10
年
で
倍
に

増
え
て
い
ま
す
し
、経
済
的
な
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
の
数
も
こ
の
20
年
で
3
倍
に
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
、い
じ
め
や
不
登
校
、校
内

暴
力
と
い
っ
た
深
刻
な
事
象
も
増
え
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
現
場
を
見
な
い
で
、子
ど
も
が

減
る
か
ら
教
員
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
、と
い

う
の
は
全
然
違
う
。
ま
ず
学
校
の
先
生
の
数

を
確
保
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

山
極
：
国
立
大
学
に
対
し
て
も
そ
の
延
長
で
、

教
員
養
成
学
部
を
ス
リ
ム
に
し
よ
う
と
い
う

だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、2
0
0
4
年
の
法
人

化
以
降
、1
4
4
5
億
円
の
運
営
費
交
付
金

が
削
ら
れ
て
お
り
、本
当
に
焼
け
石
に
水
と

い
う
感
じ
で
す
。

山
田
：
財
政
再
建
の
た
め
に
大
学
へ
の
お
金

を
毎
年
削
る
な
ん
て
、や
っ
て
い
い
こ
と
な

ん
で
し
ょ
う
か
。
全
国
知
事
会
で
は
、地
方
大

学
の
振
興
が
地
方
創
生
の
取
組
の
一
環
で
あ

る
と
し
て
政
府
へ
働
き
か
け
、2
0
1
8
年

度
の
概
算
要
求
に
、地
方
大
学
・
地
域
産
業
創

生
交
付
金（
※
2
）と
し
て
1
2
0
億
円
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

山
極
：
国
立
大
学
と
地
方
自
治
体
の
協
力
を

後
押
し
す
る
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
ね
。
運

営
費
交
付
金
の
削
減
が
大
学
に
も
た
ら
す
影

響
に
つ
い
て
は
、科
学
誌『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』か

ら
も
警
告
が
来
て
い
ま
す
。
日
本
の
論
文
数

が
減
っ
て
い
る
の
は
、政
府
が
大
学
に
投
資

し
な
く
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
。
外
国

か
ら
懸
念
さ
れ
る
ほ
ど
な
の
か
と
思
わ
ざ
る

を
得
な
い
で
す
よ
ね
。

山
田
：
私
も
日
本
の
高
等
教
育
は
本
当
に
危

機
的
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
米
百
俵
の
精
神
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、

苦
し
い
と
き
こ
そ
教
育
に
投
資
す
べ
き
で

し
ょ
う
。
合
理
化
や
理
由
が
あ
っ
て
の
予
算

削
減
は
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、毎
年
、定
率
で
削
る
と
い
う
の
は
つ
ら
い

で
す
ね
。
私
も
京
都
府
立
大
学
の
予
算
を
ず

い
ぶ
ん
削
減
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、一
律
的
な
予
算
削
減
は
絶
対
し
な
い

と
宣
言
し
て
い
ま
し
た
。

山
極
：
最
近
、子
ど
も
の
数
が
減
っ
た
か
ら
国

※
２

地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
交
付
金

首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、産
官
学
連
携
推
進
体

制
を
構
築
し
、地
域
の
中
核
的
な
産
業
の
振
興
や
そ
の

専
門
人
材
育
成
な
ど
を
行
う
地
方
創
生
の
優
れ
た
取

組
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、内
閣
府
事
業
と
し
て

１
０
０
億
円
、文
部
科
学
省
事
業
と
し
て
20
億
円
が
概

算
要
求
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
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て
知
識
を
た
だ
効
率
的
に
与
え
て
も
ダ
メ
。

山
田
：
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
繰
り
返
し

に
な
り
ま
す
が
、と
に
か
く
人
づ
く
り
が
大
切

で
す
。
女
性
、留
学
生
、高
齢
者
な
ど
、ど
う

す
れ
ば
意
欲
の
あ
る
人
た
ち
が
活
躍
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
か
。
京
都
府
で
は
象
徴
的
な

事
業
と
し
て
、障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る「
き
ょ
う
と
農
福
連
携
セ
ン
タ
ー
」を
設

立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は「
農
業
」と「
福
祉
」の

連
携
事
業
で
、農
業
分
野
の
新
た
な
担
い
手

を
育
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
人
づ
く
り

は
、人
を
教
育
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、い
ろ

い
ろ
な
人
の
能
力
を
も
う
1
回
高
め
て
、社

会
と
の
接
点
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
、こ
う

し
た
こ
と
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。　

国
立
大
学
に
求
め
ら
れ
る

経
営
的
視
点

山
極
：
知
事
と
い
う
お
立
場
上
、常
に
地
域
の

3
6
0
度
を
見
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
ね
。
国

立
大
学
も
こ
れ
ま
で
の「
青
年
期
型
」の
教
育

か
ら「
全
世
代
型
」へ
転
換
し
て
、地
域
特
有

の
課
題
を
抱
え
る
人
、人
生
の
課
題
を
抱
え

る
人
に
学
習
の
機
会
を
与
え
て
い
く
べ
き
で

す
ね
。

山
田
：
米
国
で
は
社
会
人
の
大
学
進
学
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
て
、女
性
や
高
齢
者
・
障

害
者
の
教
育
を
含
め
、非
常
に
充
実
し
て
い

ま
す
。
日
本
が
そ
う
い
う
方
向
に
行
く
た
め

に
は
、国
立
大
学
が
こ
れ
か
ら
ど
こ
に
力
を

入
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

が
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。

礎
的
な
学
問
や
、地
道
な
学
問
を
守
っ
て
い

く
役
割
と
同
時
に
、こ
れ
か
ら
伸
び
て
い
く
市

場
に
対
し
て
重
点
的
な
投
資
を
す
る
と
い
う
、

経
営
の
観
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
経
営
の
概
念
を
突
き
詰
め
て
い
く
ほ
ど
、

国
立
大
学
が
地
域
と
の
融
合
、そ
し
て
地
域

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性

は
絶
対
に
必
要
。
地
域
の
立
場
か
ら
見
て
も
、

発
展
の
た
め
に
は
国
立
大
学
が
不
可
欠
で
す

か
ら
、本
来
は
地
方
行
政
と
国
立
大
学
は
相

思
相
愛
の
関
係
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。

山
極
：
そ
う
で
す
ね
。
国
立
大
学
と
各
地
域
の

首
長
さ
ん
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
む
こ

と
で
、単
に“
規
模
を
縮
小
す
る
べ
き
か
”と

い
っ
た
議
論
で
は
な
く
、国
立
大
学
に
ど
ん

な
機
能
を
持
た
せ
る
か
と
い
う
、発
展
的
な

議
論
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
管
轄

す
る
地
域
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

各
都
道
府
県
の
首
長
さ
ん
に
、国
立
大
学
が

大
学
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
広
域

か
ら
情
報
を
集
め
て
共
有
す
る
な
ど
す
れ
ば
、

地
方
行
政
の
力
に
な
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
田
：
国
立
大
学
が
地
域
の
枠
に
と
ど
ま
ら

な
い
動
き
が
、ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
大
学
に
も
地
域
に
も
、こ
れ
ま
で
の

型
か
ら
脱
却
す
る
柔
軟
さ
が
求
め
ら
れ
る
時

代
で
す
。
こ
れ
を「
混
乱
」で
は
な
く「
発
展
」

へ
と
変
え
て
い
く
こ
と
が
、国
立
大
学
の
学

長
さ
ん
、地
域
の
首
長
の
大
き
な
課
題
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
極
：
ぜ
ひ
、力
を
合
わ
せ
て
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

山
極
：
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
大
学
は
多

様
な
人
材
や
地
域
の
文
化
を
育
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
地
域
の
人
た
ち
に
は
も
っ
と
地

域
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
方

向
へ
シ
フ
ト
し
て
い
け
ば
、都
市
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
、地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

山
田
：
国
立
大
学
は
、
地
域
の
産
業
や
行
政

な
ど
全
体
を
見
て
、自
分
の
立
場
で
何
を
す

べ
き
か
と
い
う
視
点
で
経
営
に
臨
む
こ
と
で
、

初
め
て
地
域
と
の
相
互
発
展
が
で
き
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
高
度
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
期

ま
で
は
、た
く
さ
ん
子
ど
も
が
い
て
、地
域
の

大
学
も
学
生
数
を
十
分
に
確
保
で
き
ま
し
た
。

そ
の
時
代
の
大
学
は
、学
問
の
自
由
を
追
求

し
て
、地
方
行
政
と
あ
ま
り
関
わ
ら
な
い
と

い
う
風
潮
も
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、子
ど

も
の
数
も
お
金
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

状
況
が
変
わ
り
、そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら

れ
な
く
な
っ
た
。
以
前
と
比
べ
て
、各
国
立
大

学
の
学
長
さ
ん
の
意
識
は
、か
な
り
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

山
極
：
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、学
長
の
意
識
の

変
化
は
、
私
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
各
国
立

大
学
の
学
長
が
、「
地
域
に
対
す
る
責
任
を
持

つ
」と
い
う
立
場
を
明
確
に
し
な
い
と
、大
学

は
信
頼
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
考
え
が
、だ

ん
だ
ん
浸
透
し
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

山
田
：
先
ほ
ど
も
触
れ
た
専
門
職
大
学
が
出

て
き
た
背
景
に
は
、国
立
大
学
が
地
域
の
人

の
ニ
ー
ズ
に
目
を
向
け
て
こ
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
国
立
大
学
に
は
、基
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弘前大学では、紙媒体による広報誌『ひろだい』の発行

を、2017年3月をもって終了し、新たに WEB マガジン

『HIROMAGA（ヒロマガ）』を創刊した。

コンセプトは「もっと知りたい　あんな弘大、こんな弘大」。

同大学の多彩な情報を写真や動画を活用していち早く発信。

SNSによる拡散や同大学公式ホームページへの誘導も促す。

「先生インタビュー」のコーナーの１回目には、佐藤敬学長

が登場。プライベートの秘蔵写真と共に、その穏やかな人柄に

もフォーカスしている。「ひろだいLIFE」のコーナーでは、学

生カンパニー「Hirogress」が青森県の観光ガイドブックを台

湾で売り込むというミッションを追った。

WEBマガジンとなったことで多くの人に届きやすくなり、

幅広いPR効果が期待される。

弘
前
大
学

埼玉大学は、先端産業国際ラボラトリー（先端

ラボ）の開設1周年を記念し、7月5日にオープン

ラボ2017を開催した。

先端ラボは、産学官金連携による研究・開発協

議、事業化等を見据え、産業界・地域社会のイン

ターフェースとして、共創型ワークショップなど

を通じてネットワークの場を提供している。

当日は、先端ラボの取組とこれまでの成果につ

いて報告や情報交換が行われ、参加した企業団体

（75社・121人）は、自社の取組やPRをポスター

発表したり、シンポジウムで行われたパラレル

セッションを行き交うなど、積極的に他企業との

連携を深めていた。

記念式典に参加した文部科学省、経済産業省関

東経済産業局、埼玉県産業労働部の来賓からは先

端ラボに対する期待が述べられ、山口宏樹学長は

「産学官金の連携を進め、先端ラボがスペースを提

供することにより共創を具現化し、インキュベー

ションを行っていきたい」と語った。

産
学
官
金
連
携
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

拠
点
の
形
成
。

旭川医科大学では、道内６病院（北見赤十字

病院、道立北見病院、遠軽厚生病院、富良野協会

病院、深川市立病院、留萌市立病院）と連携して

「クラウド医療」を行っている。

クラウド医療は、スマートフォンやタブレット

端末を活用した最新の遠隔医療。インターネッ

ト上で患者情報を共有し、同大学の専門医が診

断・治療方針のアドバイスを行い、時には大学病

院への救急搬送の指示を行うこともある。業界

に先駆けて2016年10月から外科や麻酔科、眼

科などで運用しており、急性疾患が発症してか

ら治療開始までの時間を短縮できるなど、大き

な成果を得ている。

2016年12月には、クラウド医療に加えAIを

取り入れた「二刀流」の診断支援システムを紹介

するため、吉田晃敏学長がニューヨークで記者

会見を開催した。

同大学は、世界中の誰もが

いつでも良質な医療サー

ビスを受けられる社会

の実現を目指すこと

で世界に貢献した

いと考えている。

旭川医科大学

ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
し
た

遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
で
道
内
の
病
院
と
連
携

東京藝術大学

東京藝術大学は2017年10月4日、創立130

周年を迎えた。これを記念して、同大学では

2017年6月から約8カ月間をかけ、「東京藝術大

学130周年記念事業」を実施。民間企業からオ

フィシャルパートナーを募ったほか、同大学に関

わりのある著名人5人がアンバサダーに就任した。

記念事業のプロジェクトの一つ「GEIDAI 130 

ARTSプロジェクト」では、同大学関係者の参画

を図り、“オール東京藝大”でこれまでの教育研

究の成果を発信する展覧会や演奏会などを実施

している。

今後も、アート展示や音楽祭を開催するほか、

これからの芸術大学の方向性や文化交流の在り

方を世界的視野から議論するため「五大陸アー

ツサミット」を開催する。

東
京
藝
術
大
学
創
立
１
３
０
周
年

芸
術
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

WEBマガジン
『HIROMAGA（ヒロマガ）』創刊！

同大学音楽学部邦楽科の学生による記念式典でのオープニングアクト
「編曲松竹梅」（三ツ橋勾当作曲、宮城道雄編曲）。

WEBマガジン『HIROMAGA』 
http://www.hiromaga.com/

埼
玉
大
学

産
学
官
金
連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
拠
点

先
端
産
業
国
際
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

富良野

留萌

旭川深川
北見

遠軽

クラウド

東京藝術大学130周年特設サイト
http://130th.geidai.ac.jp/
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愛知教育大学では、カンボジア教育省及びカンボジア

国立教育研究所（NIE）と連携し、2014年度から毎年同国

の子どもの発育調査と食育を中心とした健康教育活動を

行っている。

昨年度は、9日間の日程で、同大学の養護教諭養成課程

の学生6人と学部・大学院生の計18人と大学教職員、県立

高校の養護教諭らが参加した。首都プノンペンにあるNIE

附属学校では、現地の教員と一緒に小・中・高校生に対し

て身体測定を実施した。また、シェムリアップ州の初等

教員養成校では、同大学の食育キャラクター「しょくまる

ファイブ」を使って身体測定法や食育の重要性を伝える

ワークショップを開催した。

これらの活動は、身体測定の実施が十分でなく、食料事

情も整っていない同国の子どもの健康教育発展に貢献す

るものとして、現地からの高い評価を得ている。また、学

生のグローバル教育に寄与する取組でもあり、今後も継

続して実施していく。

Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

メ
ン
バ
ー
。

2017年7月10日、広島大学では、多様な文化をもつ留学

生・教職員が飲食を共にして交流できるようさまざまな配慮

がされた異文化交流会が開かれた。

交流会当日はラマダンが明けた時期であり、広島名物のお

好み焼きには、オタフクソース株式会社の協力により、同社

が開発したハラル（イスラム教徒が禁じているものを含まな

い食品）認証を取得した「ハラルお好みソース」が提供され

た。また、株式会社やまだ屋からハラル認証の「もみじ饅頭」

や「杓子せんべい」が、中国産業株式会社から飲料水などが

提供された。

会場となった大学会館には、一般財団法人お好み焼アカ

デミーの協力により、本格的な鉄板などの機材が設置され、

プロの調理人が、ハラルやベジタリアンに対応した焼きた

てのお好み焼きを振る舞った。　

イスラム教徒の留学生、外国人研究者のほか、日本人学生、

教職員など、昨年を上回る400人以上が参加。広島ならでは

の味を楽しみながら、相互理解を一層深める機会となった。

奈良女子大学

九
州
工
業
大
学 九州工業大学では、日本、ガーナ、モンゴル、ナイジェリア、

バングラデシュの学生15人が、約1年間それぞれの国の超

小型衛星を開発する“BIRDSプロジェクト”に取り組んだ。

2017年6月に5基の衛星が打ち上げられ、同年7月に国

際宇宙ステーション「きぼう」から順次放出。宇宙空間での

写真撮影や宇宙からのデータ受信を通じた宇宙教育などの

ミッションを遂行している。

同プロジェクトは優れた工学教育の成功例として「GEDC 

Airbus Diversity Award 2017」を受賞した。

プロジェクトマネージャを務める、ナイジェリアからの留

学生テジュモラ タイウォさん (大学院工学府工学専攻博士

後期課程3年)は「このプロジェクトで得た知識と経験、ネッ

トワークを生かして、卒業後は母国で衛星開発を進め、将来

は発展途上国全体の宇宙研究開発分野を広げていきたい」

と夢を語った。

奈良女子大学は、過疎化が進む奈良県南部の十津川村

と連携協定を結び、学生が参画するまちづくりプロジェク

トを本格化させている。同村の谷瀬地区では、集落の方々

と一緒に酒米作りから携わり十津川ブランドの地酒を誕

生させたほか、観光名所につながる遊歩道「ゆっくり散歩

道」や地区内にある空き家の整備などに取り組んだ。学生

たちは、座学では学べない地域の課題に積極的に挑み、村

民との交流を深めることで村の魅力を再発見し、「とつか

わくわくプロジェクト」と題したフェイスブックにその魅

力を綴っている。今後も、移住体験住宅の整備など、取り

組むべきプロジェクトは目白押しだという。

地域の活力につながる官学連携のまちづくりは、新たな

取組として注目が高まっている。

広島大学

愛
知
教
育
大
学

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の

健
康
教
育
活
動

官
学
連
携
で
村
を
元
気
に
！！

～
学
生
が
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

食
の
多
様
性
に
配
慮
し
た

広
島
の
味
を
楽
し
む
異
文
化
交
流
会
を
開
催

新興国留学生らの人工衛星開発
BIRDSプロジェクト

十
津
川
村
谷
瀬
地
区
で

酒
米
の
収
穫
を
行
う
様
子
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
校
で
の
発
育
調
査
。

ハ
ラ
ル
対
応
の
お
好
み
焼

き
を
食
べ
る
留
学
生
た
ち
。
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 決勝戦に臨む日本代表ペア(中央:宍戸さん)。 (日本ビリヤード協会提供）

長
岡
技
術
科
学
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
・
株
式
会
社
C
u
b
o
R
e
x

（
キ
ュ
ー
ボ
レ
ッ
ク
ス
）が
開
発
し
た

作
品
が
、
J
a
m
e
s 

D
y
s
o
n 

A
w
a
r
d（
Ｊ
Ｄ
Ａ
） 

２
０
１
７
国

際
Ｔ
Ｏ
Ｐ
20
へ
の
入
賞
を
果
た
し
た
。

Ｊ
Ｄ
Ａ
は
、次
世
代
の
デ
ザ
イ
ン
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
支
援
・
育
成
を
目
的
に
一

般
財
団
法
人
ジ
ェ
ー
ム
ズ
ダ
イ
ソ
ン
財

団
の
主
催
に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
。
12
回
目
と
な
る
今
年
は
世
界
23
カ

国
に
て
開
催
さ
れ
、Ｊ
Ｄ
Ａ
の
テ
ー
マ

で
あ
る「
問
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
」の
募

集
に
、 

１
０
０
０
件
を
超
え
る
作
品
が

集
ま
っ
た
。

同
社
の
作
品
は「
～
C
u
b
o
a
r
d

（
キ
ュ
ー
ボ
ー
ド
）～
ク
ロ
ー
ラ
ユ
ニ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
雪
上
に
て
走
行

可
能
な
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
」。
既
存
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
電
動
式
の
ク
ロ
ー
ラ

ユ
ニ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と
で
悪
路
に
お

い
て
も
走
行
可
能
に
す
る
キ
ッ
ト
。
手

軽
に
持
ち
運
べ
る
サ
イ
ズ
と
重
量
に
こ

だ
わ
り
、雪
上
や
砂
上
な
ど
で
の
移
動

を
快
適
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
、こ
の
キ
ッ
ト
は
一
輪
車
や

台
車
に
も
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
、荷

物
の
運
搬
に
も
力
を
発
揮
す
る
。

同
社
の
活
動
拠
点
で
あ
る
長
岡
市
は

豪
雪
地
帯
。
積
雪
時
は
車
に
よ
る
渋
滞

が
発
生
し
、自
転
車
や
バ
イ
ク
は
使
え

な
い
。
そ
こ
で
雪
が
積
も
っ
た
歩
道
で

も
走
行
で
き
る
キ
ッ
ト
を
開
発
し
、少

し
で
も
雪
国
の
負
担
を
減
ら
そ
う
と
考

え
た
の
が
キ
ュ
ー
ボ
ー
ド
開
発
の
き
っ

か
け
だ
っ
た
。

受
賞
に
あ
た
り
、「
審
査
員
全
員
が

キ
ュ
ー
ボ
ー
ド
の
試
作
品
の
機
能
的
な

完
成
度
の
高
さ
に
感
銘
を
受
け
た
。
テ

ス
ト
や
検
証
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
姿

勢
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
敬
意
を
示

す
」と
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
た
。

同
社
の
代
表
取
締
役
社
長
の
寺
嶋
瑞

仁
さ
ん（
機
械
創
造
工
学
専
攻
修
士
課

程
2
年
）は「
人
の
体
重
を
支
え
る
ク

ロ
ー
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
作
製
に
は
苦
労
し
た

が
、自
分
た
ち
の
作
り
た
い
も
の
を
追

求
し
て
き
て
良
か
っ
た
」と
振
り
返
り
、

「
機
能
向
上
を
目
指
し
、
製
品
と
し
て

ユ
ー
ザ
ー
へ
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
い
」と
、今
後
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

James Dyson Award 2017
国際TOP20に選出

長岡技術科学大学／
株式会社CuboRex

２
０
１
７
年
８
月
に
台
湾
で
開
催
さ

れ
た
第
29
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技

大
会
に
、ビ
リ
ヤ
ー
ド
競
技
の
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
た
山
形
大
学
工
学
部

４
年
の
宍
戸
隆
之
さ
ん
が
、ダ
ブ
ル
ス

部
門
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
ビ
リ

ヤ
ー
ド
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競

技
と
し
て
今
大
会
で
初
め
て
採
用
さ
れ
、

日
本
人
の
メ
ダ
ル
獲
得
も
初
め
て
の
快

挙
と
な
っ
た
。

国
内
予
選
を
１
位
で
通
過
し
、日
本

代
表
の
座
を
勝
ち
取
っ
た
宍
戸
さ
ん
は
、

台
湾
に
向
か
う
前
に「
初
め
て
の
世
界

大
会
。
ま
ず
は
世
界
の
学
生
た
ち
の
中

で
今
の
実
力
を
試
し
た
い
。
そ
の
上
で

良
い
勝
負
が
で
き
れ
ば
」と
、大
会
に
臨

む
胸
中
を
話
し
て
い
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
部
門
で
は
上
位
に
食
い

込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、慶
應

義
塾
大
学
の
鈴
木
謙
吾
さ
ん
と
臨
ん
だ

ダ
ブ
ル
ス
で
は
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
８
チ
ー
ム
が
争
い
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
両
代
表
を
破
っ
て
決
勝
に

進
出
。
決
勝
で
は
惜
し
く
も
台
湾
代
表

に
敗
れ
は
し
た
が「
自
分
の
持
っ
て
い

る
も
の
は
全
て
出
し
切
っ
た
」と
爽
や
か

に
振
り
返
っ
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
鈴
木

さ
ん
は
関
東
在
住
の
た
め
、練
習
時
間

が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
ま
ま
大
会
本

番
を
迎
え
た
が「
攻
め
に
い
く
プ
レ
ー

ス
タ
イ
ル
な
ど
考
え
方
が
似
て
い
る
分
、

思
っ
た
通
り
に
試
合
を
進
め
ら
れ
た
」

と
充
実
し
た
表
情
で
語
っ
た
。

宍
戸
さ
ん
が
ビ
リ
ヤ
ー
ド
に
出
合
っ

た
の
は
、
高
校
3
年
の
時
。
同
大
学
入

学
後
は
ビ
リ
ヤ
ー
ド
サ
ー
ク
ル
に
入
部

し
た
。
普
段
の
練
習
は
、
週
末
を
中
心

に
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
約
50
㎞
離
れ
た
山

形
市
の
練
習
場
で
集
中
的
に
行
っ
て
い

る
。
所
属
す
る
工
学
部
で
は
半
導
体
を

テ
ー
マ
に
研
究
中
。「
ボ
ー
ル
の
動
き
な

ど
、物
理
の
考
え
方
が
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の

プ
レ
ー
感
覚
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
」と“
工
学
部
生
プ
レ
ー

ヤ
ー
”の
横
顔
を
覗
か
せ
た
。

今
後
プ
ロ
に
な
る
予
定
は
な
く
、こ

れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
ビ
リ
ヤ
ー
ド
を
続

け
て
い
き
た
い
と
話
す
。「
ぜ
ひ
山
形
県

内
の
大
会
で
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
い
」

と
語
る
宍
戸
さ
ん
の
目
は
、し
っ
か
り

と
次
の
目
標
を
と
ら
え
て
い
る
。

ユニバーシアード2017
銀メダル獲得の快挙

ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。

山形大学／宍戸 隆之さん

株
式
会
社 

C
u
b
o
R
e
x
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
。
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山
口
大
学
洞
穴
研
究
会
は
、美
祢
市

立
秋
吉
台
科
学
博
物
館
、
日
本
洞
窟
学

会
企
画
運
営
委
員
会
な
ど
と
の
合
同
調

査
に
よ
り
、国
指
定
特
別
天
然
記
念
物

の
鍾
乳
洞「
秋
芳
洞
」
に
新
空
間
を
発

見
し
た
。

　

秋
芳
洞
で
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら

美
祢
市
が
支
援
す
る「
M
i
n
e
秋
吉

台
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
応
援
事
業
」に
よ

る
本
格
的
な
再
測
量
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、今
回
洞
内
で
18
年
ぶ
り
に
発
見
さ

れ
た
新
空
間
は
、5
０
０
ｍ
以
上
に
わ

た
っ
て
直
径
10
ｍ
の
チ
ュ
ー
ブ
状
に
延

び
て
お
り
高
低
差
は
約
90
ｍ
に
も
及
ぶ
。

こ
の
高
い
位
置
で
の
新
空
間
は
、か
つ

て
地
下
水
面
が
現
在
の
秋
吉
台
よ
り
も

上
に
あ
っ
た
時
代
、深
度
１
０
０
ｍ
を

超
え
る
巨
大
な
水
中
洞
窟
が
一
括
的
に

形
成
さ
れ
、こ
れ
が
秋
芳
洞
の
原
型
に

な
っ
た
と
い
う
新
た
な
学
説
の
可
能
性

を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、学
術
的
観

点
か
ら
も
意
義
深
い
重
大
な
発
見
と
言

え
る
。

　

２
０
１
７
年
７
月
に
行
わ
れ
た
記
者

発
表
で
は
、同
大
学
の
洞
穴
研
究
会
会

長
で
あ
る
村
瀬
健
志
さ
ん（
理
学
部
地

球
圏
シ
ス
テ
ム
科
学
科
３
年
）が「
調
査

は
体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
が
、予
想
以

上
に
大
き
な
空
間
が
見
つ
か
っ
た
と
き

は
あ
ま
り
の
す
ご
さ
に
言
葉
を
失
い
ま

し
た
」と
語
っ
た
。

　

洞
穴
研
究
会
は
１
９
５
５
年
に
設
立

さ
れ
、現
在
女
子
学
生
も
含
め
た
13
人

の
部
員
で
活
動
す
る
。
洞
窟
の
調
査
活

動
に
は
体
力
も
必
要
な
た
め
、筋
ト
レ

や
、は
し
ご
の
上
り
下
り
訓
練
な
ど
を

平
素
か
ら
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
る
。
探

検
は
土
日
を
中
心
に
朝
９
時
か
ら
夕
方

４
時
ま
で
行
っ
て
お
り
、時
に
は
夜
９

時
ま
で
続
く
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、最
新

の
調
査
成
果
を
学
会
に
発
表
す
る
た
め
、

測
量
図
の
作
成
な
ど
の
研
究
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
合
同
調
査
隊
は
、
発
見
さ
れ

た
新
空
間
の
内
部
調
査
や
地
表
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
る
新
た
な
洞
穴
の
探
索
な

ど
を
行
い
、学
術
研
究
の
発
展
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
ケ
イ
ビ
ン
グ
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
、新
し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

鍾乳洞「秋芳洞」の
再測量で新空間発見

山口大学／洞穴研究会

“
無
線
通
信
”と
深
い
関
わ
り
が
あ
る

電
気
通
信
大
学
。
そ
の
前
身
で
あ
る
無

線
電
信
講
習
所
は
１
９
１
８
年
に
発
足

し
、無
線
従
事
者
の
教
育
を
主
要
な
目

的
と
し
て
、偉
大
な
る
先
人
た
ち
を
輩

出
し
、日
本
の
電
気
通
信
界
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
き
た
。

同
大
学
の
無
線
部
は
、同
講
習
所
の

創
立
目
的
で
あ
る
「
無
線
従
事
者
育

成
」の
志
が
、１
０
０
年
た
っ
た
現
在
に

お
い
て
も
残
っ
て
い
る
学
内
唯
一
の
団

体
で
あ
り
、ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
用
い

て
精
力
的
に
全
国
規
模
で
活
動
し
て
い

る
。無

線
部
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、制
限
時
間
内
に
よ
り
多
く
の
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
局
と
交
信
し
て
得
点
を
競

い
合
う「
コ
ン
テ
ス
ト
」と
呼
ば
れ
る
競

技
だ
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
無
線
局
の
設

備（
ア
ン
テ
ナ
等
）の
設
置
・
整
備
技
術
、

運
用
者
の
技
術
、電
波
伝
搬
予
測
な
ど
、

無
線
通
信
に
関
わ
る
高
い
技
術
力
が
要

求
さ
れ
る
。
企
業
ク
ラ
ブ
や
地
域
ク
ラ

ブ
な
ど
、第
一
線
で
働
い
て
き
た
技
術

者
も
参
加
す
る
た
め
、毎
回
非
常
に
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
と
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、無
線
部
は
２
０
１
７
年

度
に
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
が
主

催
す
る
4
つ
の
国
内
コ
ン
テ
ス
ト
の
う

ち
、「
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｊ
Ａ
コ
ン
テ
ス
ト
」
及

び「
６
m 

Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
コ
ン
テ
ス

ト
」に
お
い
て
、最
も
上
位
入
賞
が
難
し

く
、総
合
力
が
問
わ
れ
る
Ｘ
Ｍ
Ａ（
マ
ル

チ
オ
ペ
オ
ー
ル
バ
ン
ド
）部
門
に
て
全

国
1
位
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
よ
り
多

く
の
市
郡
区
と
交
信
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
全
市
全
郡
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、

２
０
１
６
年
度
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
史

上
初
の
Ｘ
Ｍ
Ａ
部
門
11
連
覇
を
達
成
し

た
。技

術
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
い
レ

ベ
ル
で
培
う
こ
と
が
で
き
る
無
線
部
の

活
動
は
、
２
０
１
８
年
に
創
立
１
０
０

年
目
を
迎
え
る
電
気
通
信
大
学
の“
育

成
”の
伝
統
が
、今
も
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

次
な
る
目
標
は
、コ
ン
テ
ス
ト
の「
年

間
総
合
順
位
」に
て
1
位
を
取
る
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
、大
学
の
伝
統
を
絶
や
さ

ぬ
よ
う
、誇
り
を
持
っ
て
活
動
を
続
け

て
い
く
。

100年の伝統を受け継ぐ
電気通信大学／無線部

発
見
記
念
写
真
。（
撮
影
：
後
藤
聡
）

無線運用中の様子。






